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 実験 2 では車の飛び出しよりも警報を先行して呈示する実験条件で、警報のタイミングの評価
について検討した。実験の結果、実験 1 と同様、出現距離・到達時間の両方の要因が警報タイミ
ングの評価に影響を及ぼしていた。さらに、警報呈示が早くなっても、タイミングの評価に及ぼ
す要因は同様の関わりがあることがわかった。 
本研究より、ドライバの警報タイミングの評価には、警報を車の飛び出しより先に呈示するか
に関係なく、出現距離・到達時間の両要因が影響することが分かった。 
 
